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1．はじめに
　筆者は、本学に勤務するようになってから、毎年1つから2つの論文を上梓
してきた。一貫して教育行政や教師教育に関するものである。今まで4つの論
文を書いてきた。それらは、
・第1論文・「町村教育長の専門性に関する一考察―愛知県における教育長 
調査を通して―」　名古屋学芸大学ヒューマンケア学部紀要　
第5号　2011年3月
・第2論文・「教育長職の成立過程に関する一考察―戦後教育改革における 
教育長の創設―」　名古屋学芸大学教養・学際編研究紀要　 
第8号　2012年2月
・第3論文「教師のライフコースと力量形成に関する研究―西尾市小中学校 
教員4役悉皆調査より―」名古屋学芸大学教養・学際編研究紀要　 
第8号　2012年2月
・第4論文・「教師のキャリア発達と力量形成に関する研究（その1・2）―
西尾市小中学校長のインタビュー調査とその分析・考察―」 
名古屋学芸大学教養・学際編研究紀要　第9号　2013年2月
である。特に、第4論文について、今までお世話になった方や現職の市内の校
長先生方に送付した。
　すると、市内教育界のリーダー5人の先輩校長から返事が届いた。ご自身の
経験を合わせて小生の論文に対する批判や感想である。初めは論文にする気
はなかったが、お手紙を拝見し、自分ひとりのものにしていてはもったいな
いと思いはじめ、教育論文としてまとめ、広く世に問いたいと考えて、この
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論文を作成した。
　ここでは第4論文「教師のキャリア発達と教師の力量形成の研究」（その1・
2）を中心に考察をすることにした。多くの方から感想をいただいた。前早稲
田大学教授の T氏もその一人である。「ややサンプル数が少ないので、他の
論文と補い合わせてまとまったものにして頂けるとよい」という助言をいた
だいた。また、平成25年6月29日、中部教育学会で発表もし、参加者からそれ
なりの意見もいただいた。
　本論稿では、筆者を今まで支えてきてくださった西尾市教育界のリーダー
の方々の、筆者の論文に対する感想や問題点を紹介しながら、これからの教
師のあり方や現職教育のあり方を究明したいと思う。
2．5人の方々からの感想
（1）A 氏（元小・中学校長・78歳）からの手紙
　冠省　先日はわざわざお越しくださいまして、ご労作の研究論文をいただ
き有り難うございました。昨年に続いて貴重な研究成果を論文にまとめられ
たこと、敬服いたしております。大学の先生方の研究論文を読む機会はあま
りありませんが、過去の学者の見解を紹介し、それらに対する自分の見解を
述べる、いわゆる文献による研究が多いような気がしておりました。昨年の
西尾市内小中学校全役職者へのアンケート調査から、今年度は校長さんたち
への直接インタビューによって生の声を聞き、その分析と考察をされたこと
は、研究方法としても画期的であったと思います。
　私を除く9名の校長、1名の教頭のインタビューを一息に読ませていただき
ました。
　一か月の病気欠勤の後、初めて教室に行った時、「先生、お帰りなさい。
待っていたよ。」と皆で声をかけてくれた子どもたち。この子たちのために全
身全霊で教育に打ち込もうと誓ったという話。「昨年と同じことをやってい
るのは退歩だ」と校長に言われ、新しい企画をしたという話。随所に子ども
たちや先輩からの忘れ得ない一言が出てくるなどは、インタビューの成果だ
と思います。
　半数以上の校長さんは何らかの出会いがありましたが、インタビューの中
には、私の知らない病気体験や生徒指導の苦労や挫折体験も出てきて、こう
した負の経験が自分を鍛え、その後の教職人生の糧になったことが分かりま
す。
　「Ⅳ分析・考察」「Ⅴまとめ」で、安井先生の見解を興味深く読ませていた
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だきました。思いつくままに私の感想を述べます。
（ア）教師になろうとしたきっかけ
・ 多くの人が恩師との出会いをあげています。「あこがれ」はどの職業にも通
じますが、私の場合、戦後間もない時期で現職の校長さんとはいくらか時
代背景が異なるので、「自立志向」が強かったのでしょう。
・ 教育実習が教師への意欲と結びつくとよいのですが、実習中は時間的な余
裕が少なく子どもたちとの触れ合いから得るものが乏しいのではないかと
感じます。
・ 大学での教職科目の授業は、教育の原理的なものが多く、それはそれで十
分意味があります。最近では、校長経験者が大学で教材研究の授業を担当
していますが、これは有効だと思います。
・ 今回の研究とは離れますが、学生の教師への意欲を阻害しているのは、教
師に対する保護者の理不尽な要求やすぐに責任問題に発展させる社会背景
など、教育現場の窮屈な印象にあるのではないかと考えてしまいます。
（イ）最初の赴任時代
・ 教師の力量形成に強い影響を与えているのは、心ある「先輩教師」との出
会いですね。自主的な勉強会に誘われたり、サークル活動に連れて行って
もらったりして、親しく指導を受けたことが印象深く語られています。偶
然の出会いのようですが、自ら求めたから親身になって指導に結び付いた
のだと思います。
・ 新任教師時代の原体験を大事にすることは、しだいに薄れていく教育への
純粋な心情を蘇らせる意味で重要です。新任教師時代の3年間に折にふれ
て蘇ってくる原体験を持ちたいものです。
・ 現在はそうでもないかもしれませんが、若いから許される一途な情熱を発
揮することが大切ですね。朝の会で歌を歌って元気よく授業に入るように
したり、学級で一枚文集を作ったり、学級独自の活動を取り入れて学年の
調和を乱すと注意を受けたこともありますが、そうした若さ故の情熱は大
事にしたいものです。
・ 私が教育新聞愛知県版の編集をしていた当時、県教委主事から帰任された
安井先生（筆者）が新任研修制度に疑問を投げかけられました。県教委帰
りの校長さんがそんな大胆な発言をしてよいものかと驚きましたが、私も
同感でした。
（ウ）専門家としての自己確立の時代
・ 「先輩の指導」「同僚の支え」が多くあげられています。教育行政当局は、
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十年目研修など、官制の研修制度を安易に企画しますが、学校を離れての
研修がどれほど成果を上げ得るか疑問ですね。
・ 市単位の教育研究会が効果を上げていないとの指摘には同感です。かつて
は教員組合の教研集会が盛んで、県教研集会での発表や討論を競い合った
時期がありました。現在では、昔物語になっているのでしょう。
・ 人事交流が力量形成に影響することは確かです。小学校・中学校の勤務を
固定化しないで、人事交流を盛んにすべきだと思います。新しい局面が新
鮮な体験を発生させ、その対応が教師としての幅を広げることになりま
す。
・ この時期では、広く今日的な教育課題に自分なりの見解をもつ必要があり
ます。中堅教員として、保護者に教育に対する認識不足や偏見があれば、
それらを是正する説得力を持つことが望まれます。
（エ）役職者時代
・ 機会が得られれば、教育行政の経験が有効です。その後の学校経営に広い
視野が得られます。自校だけに留まらないで、他校との研究交流、他校で
の教育実習体験など、校長の企画で教師を育て、鍛える方策が望まれます。
・ 「地域と学校への着目」については、多くの校長がその必要性を語っておら
れます。保護者はもとより地域の関係団体と教育に対する考え方が共有で
きるように、学校からの発信に心がけたいものです。
・ 学校からの発信、保護者や地域からの声の柔軟な受容に基づく信頼関係
が、学校の「危機管理」に有効に働くことは言うまでもありません。
・ 「学校経営アドバイザー事業」は、確かに注目されますが、校長の安易な制
度利用は疑問です。まずは、情報収集に努め、責任者である校長が気概を
持って決断することが重要と思うからです。
（オ）教職を振り返って
・ 「どの学校にも目標とする人がいた」との述懐には感服します。「常に学ぶ
者が教える資格を持つ」という先達の言葉通り、求め続ける教職人生は尊
いと思います。
・三河各地で盛んな教育サークル活動は、教師の力量形成の上で有効で、先
輩から後輩へと教育理念・教育技術が受け継がれていきます。私は「サー
クル活動で育てられた」と強く自覚しています。
・ 詩人で校長であられた田原市の河合俊郎先生は、「校長の仕事は校長日誌
を書くことである。」と言われました。日々、学校に生起する様々な出来事
を通して校長の考えや対処の方法を記録することは、校長自らの研鑚とと
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もに後輩への教育伝達になります。
・ 退職時に、「大過なく過ごすことが出来た」との挨拶を耳にしますが、私は
この言葉を好みません。教育は生気に満ちた「日々新た」が重要と考える
からです。教職を振り返って、子どもたちにも教師たちにも「常に挑戦的
に」といえる教師人生でありたいものです。
　安井先生の研究論文に対して、雑駁な感想ばかりを連ねましてご無礼でし
た。「教師の力量形成」が、教師の問題意識と必ずしも一致しない一律的な講
習で事足れりとならないよう、この論稿を広めていただきたいと思います。
喜寿を過ぎた私にまでインタビューしていただき、感謝いたしております。
安井教授の学術研究の進展を心より祈念し、ご期待を申し上げます。　敬具
（2）B 氏（元小・中学校長・87歳）からの手紙
　もうすぐ3月が来るというのにいつまでも寒い日が続きます。ご健勝でご
活躍、何よりとお喜び申し上げます。
　このたびは、「教師のキャリア発達と力量形成に関する研究」を発刊され、
わざわざご来訪のうえ、ご恵贈下され、真にありがたく厚く御礼申し上げま
す。その節は不在で折角の折にお会いもかなわずお詫び申し上げます。
　11人の校長さんからの聞き取り調査結果は、まことに見事なもので素晴ら
しい労作と感銘ひとしおです。今まで誰もが手がけたことのない方式で、何
人もの人々からの聞き取り、大変ご苦労でした。そのものそのまま素晴らし
い読みものになり、後輩の指導資料になる貴重な結果です。
　それにしても、皆さん良い先輩後輩の人間関係のもとに、教師の人格形成
の道程を歩まれたもので喜びにたえません。どの学校でもこうした先輩後輩
の良い人間関係があり、良い校風の下に学校運営がなされて来たことを喜び
合いたいと思います。
　私自身をふり返って見るとき、この度の調査結果のような、いいお話がで
きるかどうか、内心忸怩たるものがありますが、一色中部国民学校、一色中
学、鶴城中学、附属中学、西尾市教委、愛知県教委、一色南部小（新設校）、
豊田教育事務所、西三河教育事務所、そして一色中学と、素晴らしい学校、先
輩、同僚、後輩の皆さんにご指導を受け、ご支援ご協力の下にありがたい教
職人生を終わらせていただいたことを改めて感謝したいと思っております。
　その上で、私を鍛えてくれたものの一つ二つ思い出に残ることは何か。
（ア）愛二師本科二年4月から勤労動員で大日本兵器の軍需工場で夜勤をまじ
えて工員生活。それが本科3年の7月まで。そして招集礼状で久留米の第二予
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備士官卒業。そして20年10月1日より一色中部国民学校へ就職。学力が無かっ
たので教職に就きながら法政大学の通信教育を受け、単位を取るためにレ
ポートをたくさん書きました。（レポートが鍛えてくれた）このレポートのお
蔭で、文章を書くことを覚えました。
（イ）研究発表の責任者となり、報告書を書かされた。
一色中学では教科カリキュラムの発表
西尾中学では健康教育の発表
附属中学で道徳教育の発表
　　　　　国語教育（作文教育）の発表
つまり発表者の重要なポストを任命された。
（ウ）西尾市教育委員会
指導主事兼学校教育課長（当時は財政整備都市に指定され、しかも教育
委員会制度の初期のため、今のように充実した委員会ではありませんで
したので、体育主事と二人で学校教育の全てを担当する状態。）
　愛知県教育委員会　社会教育主事
　　〃　　　　　　　義務教育課　指導主事（新設）
　教育事務所次長
（エ）新設校〈一色南部小〉の学校づくり
（オ）移転全面改築の学校づくり（一色中学）
イ～オまではいつも重要なポストに任命され、無我夢中で職責を果たし
た。ポストが私を鍛えてくれた。そしてやはり、まわりに居て下さった
同僚の先輩後輩の皆さんのご協力によって生かされて来た。皆さんが鍛
えて下さったと思うのです。一色南部小も、一色中学の皆さんも素晴ら
しい職員の皆さんが大勢いて下さったお蔭で、いい学校運営ができたな
あと、感謝の心しきりです。
　いろいろとありがとうございました。ご健康でご活躍をお祈りいたしま
す。御礼まで。
（3）C 氏（元小・中学校長・86歳）からの手紙
　寒さの中、マンサクや梅の花に春のいぶきを覚えます。
　さて、早速『研究紀要』を私のような老いぼれをお忘れなくお送りくださ
いまして有り難うございました。今度は何を学ばせてもらえるか期待しなが
ら読ませていただいております。
31
教師のキャリア発達と力量形成に関する研究（その3）■
（ア）まず、インタビューについてです。
　私は用紙を配布され、その解答を集計なさると思っていましたら、あには
からんや、直接学校を訪れられ、長い時間録音しながら面談して見えるので
す。それも、相手の方に3便もの手はずをふんで了解を得ておられます。さす
が安井先生は違うと驚き感激しております。直接会うことで、その先生の目
の輝き、声、命のいぶきが伝わってくると思うのです。質問する人と答える
人との間に真剣な火花を感じます。それも印象話ではなく、先生方の名前が
出て来ている教育現場の姿が見えてくるようです。
　ものをお願いするとき、簡単なことなら電話の場合もあるでしょうが、し
かし、出かけて行って、お顔を見ながらお願いするとは大違いです。安井先生
はその労を惜しまず誠意を持ってお顔を見ながらお願いしてみえるのです。
そのすばらしさ、基本というものを教えて下さったようです。
　この『研究紀要』には、先生方の大切な願いがこめられています。必ずや
今後の教育に生かすことが出来る大切な宝物になると信じています。
（イ）教師になろうとしたきっかけ
　次に先生方が教師になろうと思われたのは「恩師の姿」を見てという方が
多くありました。それだけ教師は子どもの人格形成や進路決定にかかわって
いることなのだと思いました。
　それに比して、私の新任の頃は、英語など少しは勉強したつもりですが、
教師を辞めていつ脱走しようかともがいていたことを深く反省しています。
よく首にならずに済んだものだと思うようなわがまま勝手なことをいっぱい
やっていたのです。そんな勝手な行動が少し直ったのは、転勤した時です。
そこで、私の様子をみて、ある先輩が（お前はフダ付きだ）ということを知っ
ているかと、そっと教えて下さったのです。それで少し直ったのです。そし
て、私は義務教育の子どもを人間に育てることが私に与えられた使命だと思
うようになったのは恥ずかしいことですが、30歳近くなっていた頃でした。
その先生はその後も時々教えて下さいました。
（ウ）成長のきっかけ
　それは研究指定校にいたとか、研究校に参加したこと、また附属や主事に
派遣されて、そこでしごかれた方もあります。しかし、そんな機会にめぐま
れなくても自分でやる気になってがむしゃらに頑張っていますと、世の中、
助けてくださる先輩がいるものだと思うんです。人はそんな縁によって育て
られていくものだと昔を思い出して読ませてもらっています。
　山から切り出した丸太棒のような田舎者で、わがままな者でしたが、一途
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一心に授業にとりくんでいますと、どなた様か知りませんが、あるチャンス
に学びの機会を与えて下さったことが幾度もあったと思うのです。あとに
なってそう思わざるを得ないようなご縁にあずからせてもらったと思うので
す。私は若い頃、ある先輩の先生から（10年、外でヒヤ飯を食って人間修行
してこい）とさとされたものです。そんな先生に教えられたのです。
　私の経験ですと、30歳くらいまでに、自分の教科について（あいつがいる）
と多くの先生に認められる者でないと、その後、使いものになった例は見た
ことがありません。ウカウカしていると、30歳では大切なチャンスを逃して
しまうと思うのです。
（エ）実力をつけた場
　教師はいつ、どんな力をどこで獲得したか、その要因を調べ分析考察する
ことについてです。まず、その中で、大学で受けた教職科目の講義が殆ど役
に立たなかったという意見がありました。今後の大学教育のあり方、改善を
のぞみたい。しかし、就活に走りすぎて、大学本来のものを失ってはいけな
いと思います。教育研究についても他から与えられた他律の場合もあります
が、やはり自律で、自らやる気で求める姿こそ大切だと思います。まずは、
手弁当で学ぶ姿こそ必要だと思います。
　校内の現職教育も大切な学びの場です。しかし、学校全体が学び合う空気
になることが必要だと思うのです。先生方がやる気集団を作って指導して下
さると、生徒たちも変わっていった体験をしたことがあります。先生が変わ
れば生徒も変わっていったのです。先生方が真剣にとりくんで下さると、そ
れは生徒だけでなく父兄にも伝わっていくようです。それで PTAの方が積極
的に学校に協力参加して下さるようにもなったのです。
　若い仲間が集まって飲み会やマージャンなどの人づきあいで遊んだことも
ありました。しかし、時にはグループを作り、読書会を開いたり、宿直のと
きなど生徒たちのことを夜を徹して話し合ったこともありました。この切磋
琢磨が共に成長したように思うのです。
　私は新卒の頃、中学校は校舎が出来るまで、小学校を借りていました。授
業後、ある教室をのぞくと3人の小学校の先生が話し合っておられました。失
礼をかえりみず見ていますと、それは英語の勉強会を開いて見えたのです。
驚いていますと、（お前も入ってこい）とおっしゃって少し学ばせてもらいま
した。
　その中のおひとりは、後に大阪大学の教授になられました。私が郡教研の
会長の時、講師をお願いしました。すると覚えていて下さり、お前の依頼な
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ら行ってやろうと引き受けて下さいました。その先生がお亡くなりになるま
で文通でしたが、教えて下さったのです。
　英語で思い出すことがあります。新卒の頃、夜英語の単語カードを作って
覚えようとしたがことがありました。にぶい私は進歩しないので、師範学校
の担任だった井上友次先生のお宅を訪問して教えを乞うたことがありまし
た。それだから、先生が本を刊行される時、（お前もこい）とおっしゃって3
回の本の刊行に参加させて下さったのです。またもや脱線しましたので話を
戻します。
　若者同士で学び合うことも大切ですが、やはり講師を招いたり先輩の先生
から教えていただくことも大切なことです。見つけようと思えば必ず見つか
ると思います。その目標の先生について学ぶのです。そして研究発表会には
自分から求めて学びに出かけることが大切だと思います。やらされていると
学びを見失ってしまいます。ある時、指導力の弱い先生がいました。発表会
で学んで来いと命じました。帰ってきて聞くと、（まあまあ、真剣にやってお
られました）との返事でした。そこで発表して見える先生方が工夫や努力を
して見えるところまで見えてこないのです。これでは学ぶチャンスを取り逃
がしてしまいます。
　またもや私のことを書きます。行くのがいやでたまらなかった附属小学校
の勤務を命じられました。6年間、毎年図書出版を刊行する研究実践校です。
にぶい私もその研究の中へ放り込められたのです。理科の場合は理科主任
だったので大変でした。でも毎年全国大会へ出させて下さいました。そこで、
日本にもこんなに素晴らしい教育実践をして見える先生がいるものだと見せ
つけられました。それで少し見習おうと思ったのです。
　その上京の折、東京教育大学附小の先輩の O先生宅を訪ねることでした。
お酒の強い先生で、飲みながら朝まで理科の本音の声を教えて下さいまし
た。それだけでなく、学びの場をつくってくださったのです。例えば文部省
の教科調査官の方から、直接私の授業を指導して下さる機会をつくって下
さったのです。O先生は、その後も親身になって教えて下さったのです。
　附小時代のことを書きましたが、その他に指導主事や管理主事の時にも実
に多くことを学び育てて下さいました。反対に叱られたり、おどされたりし
たこともありました。次長から（お前みたいに言うことを聞かん奴はもう来
るな）と言われたりしました。（中略）
（オ）実力養成の場
　若い頃、部活動や生徒指導にのめりこんで、勉強のことの他の場で子ども
34
を育て鍛える場があると思います。母が子どもの成長によって自らも成長し
たように、教師も子どもを教え導くことで、子どもも教師も共に育っていく
（共育）を求めたい。自ら学ぶ者こそ、子どもを教え導く資格があるのです。
（カ）主任など役職者について
　今までの自己確立の時代から違う立場に立たされます。他の先生方の指導
や全体をまとめること、企画や運営・管理、そして行政や地域、父兄などの
外部との交渉のこともでてきます。そんな時思わぬ困難に出会うことがある
ものです。そんな時、西尾市教育委員会には、その指導を元校長先生などが
己の経験をもとに支援する（アドバイザー事業）があると聞き、大変強く思
いました。一例ですが、私のところに来ることもある黒野勇先生のお話です。
今、少し長い時間先生が説明していると、辛抱して聞いておれない子どもが
出て来ているようです。その子ども、聞いておれなくなると逃げ出したり、
騒いで混乱させたりするそうです。それで教える先生の方が困ってしまった
例が出て来ているようです。そんな時、10分くらい説明して作業をさせるよ
うに細かく授業をすると、そんな子どももついて行けるようになったという
お話です。養護学校では当たり前の指導方法だそうです。こんな体験から生
まれた指導が教科や生徒指導などの場面でも生かされる組織こそ有意義なも
のだと教えていただきました。
（キ）校長先生について
　校長先生の姿勢によって学校は大きく変わります。どんな校長先生に出
会ったかによって、教師も大きく変化すると思います。中には上の方や外の
方ばかりに気をとられておられる方も居られるかもしれませんが、やはり、
常に子どもの方を向いて考えてやりたいものです。自分が先輩校長先生から
教え育てられたように、今度は自分が若い教師を育てたいと願って見えるよ
うです。校長先生が一冊の本を渡された。その後読後感想文を聞かれます。
お答えすると、また次に渡されるそうです。読まざるを得ないうちに広く高
い視野を育てていただけたという話でした。またも私ごとの例をひとつ。あ
る校長先生の時です。校長会の部会の研究テーマをいつも夏休み中にその論
文を書かされるのです。違う分野の教育のことですので、図書館で本を借り
て勉強して書いたものです。5年続けますと少し文章が書けるようになった
ことがありました。そんなにして私を育てて下さったのです。
（ク）私の思い
　まず、子どもの姿がわかり、その子に合う具体的な手立てを立ててわから
せることのできる実力のある教師でありたい。そして、生徒の心の内を開か
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せ、その心に食い込んでいけるような生徒指導のできる教師をめざしたい。
更に力の弱い子や障害のある子を切り捨てず、支援できる教師をめざした
い。
　子どもたちは先生の言うことを聞いて育つのではありません。先生の行動
を見て育つのです。子ども自身が、オレのことを先生は真剣に考えていてく
れると肌で感じたときにこそ、子どもの心の内の悩みや苦しみを語り出すの
です。それを聞くことで、対策が立てられるのです。それまでは、先生がい
くら注意しても聞く耳は持たないと思うのです。みんな頭の上を通りすぎて
いってしまいます。
　お礼を述べるつもりで書きだしましたが、いつもの癖で迷走した同じこと
の繰り返しになってしまいました。なお一層、読み取れるよう読み返したい
と思っています。しかし、安井先生から実に多くのことを学ばせていただい
ております。こんな出会いを幸せに思っています。有り難うございました。
まだ寒さの残る折です。健康に留意の上、ますますのご活躍を期待申し上げ
ます。まずはお礼まで。　敬具
（4）D 氏（元小・中学校長・70歳）からの手紙
　拝啓　立春が過ぎたとはいえ、寒さが厳しく、細身の私には骨身にこたえ
ます。貴重な研究冊子をお送りいただき、ありがとうございました。一気に
読みました。何人かの校長先生の顔が浮かんできました。全体を通して言え
ることは「教育は人なり」ですね。いかに早くいかに多くの子どもから信頼さ
れる教師を育てるかが教育改革の重要な柱だと思います。このことを国会，
県会、市会の議員たち、文科省を筆頭にした行政マンたちは全く無知。先生
の「緒言」に明記されている通りです。駆け込み退職に追い込むやからには、
日本の将来は任せられないと憤りを感じています。
　次に少し気になったことを記させていただきます。
（ア）P115に先生が記されていることに同感です。相変わらず「塀の中の常
識」で、「お上の言うなり」になっている人が多いのが現状ではないか。だか
ら、大津のいじめや体罰、豊橋のボート事件が起こるのです。子どもの死を
何と思っているのでしょう。
（イ）管理職になってから「子ども」が語られていないのが気になります。管
理職になっても「こどものすばらしさ」「子どもから学んだ」ことが語られな
いのはなぜか。校長は「人間性豊かな人生の手本」となるよう研さんに励む
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べきです。
（ウ）「校長は孤独である」と感ずるようでは、失格です。待っていては孤独
になる。自ら求めて子どもや、親や地域の方々とふれあうべきです。
（エ）「市教研、三教研」の件、限られた時と場で形式的に運営していては、
益少なしです。学び甲斐のある会にする創意工夫が必要です。
　先生のみずみずしい感性と研究心には敬服します。先生に負けないよう、
私も教採、教頭セミナーで子ども在りきの本物の教師づくりをめざして頑張
ります。ありがとうございました。　敬具
5．E氏（元小学校長・69歳）からの手紙
（1）　はじめに
　貴兄には、苦心と努力によりまとめあげられた貴重な労作をいただき、深
く感謝する。論文は情報が極めて多量かつ複雑であるが、それをよくこれだ
け多岐にわたり細かに分析するとともに、総合的にまとめられたものだと貴
兄の持ち前の粘り強い研究心と並々ならぬエネルギーに感服した。
　一方、退職後8年以上過ぎた現在の私の力量では、論文を分析し、考察する
能力は持ち合わせていない。そこで、難しいことを考えるより、私も論文の
中の11名の先生方と同様に教職人生を歩んできた一人であるので、12番目の
サンプルとして自分のことを書けばよいのではと思ったら、気が楽になって
過去のことが次々によみがえってきた。
　貴兄との友情により論文に出会うことができ、目を通させていただくこと
は自分自身の脳を活性化する絶好の機会と考えた。また、自分の教職人生を
論文の論述に沿って回想してみることは大変意義深いことであり、新たな気
づきや発見も期待できると考え、筆を執ることにした。
（2）　教師の力量とは
　まず、どんな視点でまとめていくか考えた時、浮かんだ疑問は、「はたして
教師の力量とは何か」ということである。『教師のキャリア発達と力量形成に
関する研究（その2）』のP103に、①求められる力量
　　　組織として求められる力量……職員間の調整力、同僚や後輩への指導
力、関係団体との渉外力、企画・調整・
評価・改善の経営力
　　　個人として求められる力量……児童生徒の理解、教科等の指導力
と述べられているが、自分自身、今一つはっきり理解できなかったので、昨
年の論文『教師のライフコースと力量形成に関する研究（その1）』を読み返
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した。
　教師の力量について、P87に③教師の力量として重要なもの、P88に④
教師の力量として最も重要なものに非常に具体的に列記されていて、なるほ
どと納得できた。
　私は、二つの論文に目を通し、教師の力量をとりあえず次ページのように
とらえた。そして、「つねに研修、研究に励む能力」は、以下の5つの力や態
度等を総括したもの、あるいは、それらの根底に存在するものととらえた。
アンケート結果とは少し違うが、私のとらえ方は妥当かどうかご検討を。
　筆者が、昨年度の論文の終わりに、教師教育は「教師は成長する」という
視点、教師は成長しなければならない、という視点で「教師教育」という言
葉をとらえたいことである。「進みつつある教師のみ人を教える権利あり」と
ドイツの教育哲学者ディステルウェッヒ（Diesterweg）が言ったが、私は
そういう視点で教師教育をとらえていきたい。と述べているが、私は、「進み
つつある教師」を端的に表すことばとして、「つねに研修、研究に励む能力を
もった教師」ととらえた。
　　　　「つねに研修、研究に励む能力」
　　・「分かりやすく授業を展開していく力（教材の組み立て、話し方、板書）」
　　・「子どもに積極的に関わっていく熱意や態度」
　　・「子どもの学習状況、悩み、要求、生活状況などに適切に把握する力」
　　・「同僚と協力しながら教師集団の質を高めていく力」
　　・「関係団体との渉外力、企画・調整・評価・改善の経営力」
以下、教師の力量をこの5つの視点でとらえ、それをもとに述べていきたい。
（3）Stage　1　教師になろうと決めたきっかけ
・進路決定に大きく影響した教育実習
　昭和38年に愛知学芸大学に入学して1年ほどは、大学の講義があまり魅力
的ではなく、入学した意義も見つけることができず、悶々とした学生生活を
送っていた。高校時代には、比較的数学・物理には自信をもっていたので、
学大物理教室の数学や物理は物足りなかった。このままでよいか少し焦りを
感じ、他の大学へ進んだ同級生が使っていた数学の教科書や学大数学科の学
生が使用していた教科書を買い求めて勉強し、物理を学ぶために不可欠な数
学の学力の低下に陥らないように努めた。
　そんな大学生活を送っていた頃、大きなカルチャーショックを受けたの
が、昭和39年6月に3週間行われた蒲郡市立蒲郡南部小学校での教育実習で
あった。非常に恵まれていたのは、指導教官は二人おられ、算数・理科を指
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導してくださった田中先生とその他の教科を指導してくださった学級担任の
今泉先生であった。お二人の先生は、大変親身な指導をしてくださった。教
育実習記録は2冊あり、交互に B5のノート2ページ分を書いて毎朝提出した
が、いつも丁寧に目を通してくださり，温かい励ましの朱書きを紙面一杯入
れてくださった。また、私の考えの不十分な点や改善した方が良い点は遠慮
なく指摘してくださった。
　一方、学級の子どもたちは明るくはちきれんばかりの元気があり、教室は
活気にあふれていた。そして、私を大変好意的に迎え入れてくれ、放課には
一緒に遊んだり話をしたりして、私の生活は一変した。また、授業では、学
習のしつけがよく訓練され身についていたので、子どもたちの反応もよく、
授業中活発な発言が行われ、教室へ行くのが楽しみだった。実習が始まって
しばらくしたある日の夕方、今泉先生は蒲郡の駅の近くの食堂に誘って下さ
り、食事をしながら親しく話をして下さったことはうれしかった。
　実習の終わりには、指導教官の今泉先生や5年2組の子どもたちが感動的な
お別れ会を開いてくださったことも懐かしい思い出である。また、実習が終
わってからも休日に子どもたちと一緒に竹島へ遊びに行った。
　今泉先生は、専門教科は音楽で、器楽合奏の分野では、全国レベルの優れた
指導者でもあり、その年のコンクールで蒲郡南部小学校を全国一に導いた。
二学期に「コンクールの様子が教育テレビで放映されるのでぜひ見てくださ
い。」と、うれしい便りが届き、学級の子どももメンバーの一員として演奏し
ている映像を懐かしく見た思い出がある。本当に素晴らしい指導教官や子ど
もたちと出会えたことを大変感謝している。
　この教育実習を経験して、初めて教師もやりがいのあるよい職業だと思う
ようになり、学芸大学へ入学した意義を見つめることができた。そして、将
来教師になろうかという気持ちが大きく膨らんだ。
　論文の中で、筆者が最も失望したのは、大学時代の「教育実習」の影響が
薄いということである、と述べているが、初めての教育実習は予想以上の充
実した体験をすることができ、私の将来の進路にとって大変意義深いものと
なった。
（4）Stage 2　最初の赴任時代、エネルギーになったもの、役に立ったもの
①授業に真剣に取り組む小学校へ赴任
　新任校の東幡豆小学校は、久しぶりの新卒ということで、職員室が非常に
和やかな家庭的雰囲気の中で私を温かく見守り、育ててくださった。最初に
担任した学級は3年2組で、1組は教務主任の永谷先生、3組は2つ年上の授業が
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上手な加藤正子先生で、2人の教室に挟まれていた。三つの学級は互いに開か
れていて、日常的に授業を見合ったり、授業についての構想、実施結果、感
想や意見を何でも言い合ったりする人間関係ができていた。「授業の基礎基
本を教えてやる」という目線ではなく、共にいい授業を目指していこう、と
いう姿勢は未熟な新米教師にはありがたかった。そういう中で、授業の面白
さや難しさを少しずつ知ることができた。
　1年過ぎて、永谷先生は教育事務所に転出されたが、その後任の教務主任は
石川亀夫先生で、2年目から3年間学年主任であった。先生は、永谷先生と同
様に授業に熱心に取り組まれ、共に学ぼうとする姿勢で接してくださった。
先生は、授業を自ら教職員に公開されるとともに、自ら教育論文も執筆され
た。また、東井義雄先生を大変尊敬しておられ、当時東井先生が勤めておら
れた、兵庫県養父郡八鹿小学校を訪ねられ、その思い出を我々に話してくだ
さった。さらに学校の研究の取り組みをまとめられた論文で、「学研教育賞」
を受賞された。そんなつねに研修、研究に励む姿勢に畏敬の念を抱いた。
　新卒でこの東幡豆小学校に7年間勤めたが、そのうちの5年間、授業に熱心
な学年主任が教務主任であったことは、後から考えるととても幸せであった
といえる。まさにここの7年間は私にとって優れた指導者による日々充実し
た初任者研修期間であった。
　ところで、教務主任任命制が実施されたのが、私の新任の2年前にあたる
昭和40年であるが、その当時の教務主任は自ら学級担任をし、その上で教務
主任の仕事もして、さぞ大変であったと思う。同僚と一緒に教え合い、学び
合う関係の中で授業を少しでも高めていこうという強い使命感を堅持してお
り、その後ろ姿に教職員もついていったと思う。永谷・石川両先生は、共に
次の教頭へのステップなどおくびにも出さず、まず日々の授業を何よりも大
事にされる、まさに授業の実践家であり、現職教育の強力なリーダーであっ
た。
　一方、私の新任時代の教務主任と現在の教務主任を比べると、現在は事務
量が比較にならないほど多く、日々、その処理に追われて多忙である。その
ため、教務主任が現職教育の事務屋や評論家に終わって、具体的な授業につ
いてものが言えなくなっている点は否めない。それでは、教職員の授業力向
上はとても期待できない。教務主任の事務量の軽減などを学校のみならず教
育行政も見直す必要がある。ただ、研究指定校や研究校には、研究推進の
リーダーとして研究主任は配置されていることは認めるが、教職員の力量形
成のための役割や現職教育での存在感は、私の新任の頃の教務主任の方が大
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きかったと思う。
　当時、幡豆郡で教務主任として活躍されていた吉良町立白浜小学校の船橋
先生や一色中部小学校の大渓紀夫先生もまた、永谷・石川両先生と同様に自
信を持って全職員をリードしておられたことを友人からも耳にしたが、その
後、それらの学校の研究発表会に参加して、なるほどと納得した。
②授業を学校経営の中核に据えられた加藤校長
　新卒から6年間お世話になったのが加藤厳校長で、授業を何よりも大切に
される優れた指導者であった。この東幡豆小学校は研究指定校ではなかった
が、毎日が授業研究であった。加藤校長は、学期に1回ずつ全員に研究授業を
課し、若い教師に対しては、単元を通して授業を参観された。
　授業の反省会では、先生は歯に衣着せぬ口調で、「何のためにその授業を
するのか。子どもたちは分かってないぞ。」「反応の速い一部の子が活躍して
いるようなものは授業じゃないぞ。」など、ポンポン言われた。ほめられる
ことなどめったになかった。しかし、どの先生も「今度こそは」と授業に挑
み、加藤先生がどんな言葉を発せられるか、期待と不安を抱きながら反省会
に臨んだ。
　先生は口癖のように、「借り物の理論や指導法ではだめだ。教師一人一人が
自分の学級の子どもを具体的にとらえ自分の授業をすることだ。」と言われ、
当時流行していた「○○学習」や「△△方式」といった授業を安易に取り入
れることはせず、授業における、その教師、その学級の子どもの事実をもと
に授業を考え、教職員に授業や子どもで勝負する実践家としての心構えをた
たきこもうとされた。
　私は、新卒1年目から県外出張に出させていただき、当時全国的に名をは
せていた神奈川県の松田小学校を皮切りに、その後同僚とともに静岡県の新
居小、安東小、富山県の堀川小を訪問することができた。どの学校も自信を
持って授業に取り組んでおられた。そのおかげで、自分の学校でも負けずに
授業で、子どもで勝負できるよう、日々授業研究に意欲を燃やすことができ
た。
　その他に印象に残る教職員としては、授業が上手で、人を引き付ける話術
が巧みで教職員をリードし、保護者や児童が全幅の信頼を寄せていた原田先
生、初めての1年生を担任した時の学年主任で、子どもの気持ちをつかむのが
うまかった高岡先生、同年で授業が上手で、後に明治図書の「授業研究」「社
会科教育」等に原稿を執筆していた山田先生。先生は、よきライバルとして
大変刺激になった。
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③授業研究の学習会
  20代後半から30代のはじめにかけて、自主的な授業研究の学習会が先輩、同
級生の筆者や後輩等（深見、牧、安井、髙橋、斉藤、髙橋稔秋）の6人によっ
て発足し、月2回程度、回り番で会員宅を会場にして、夜間に（午後8時から
12時）集まって、各々の実践を話し合ったり、郡内はもとより郡外の授業研
究情報の交換をしたりした。
　6人の勤務校はそれぞれ別々の小学校に勤務し、校内現職教育はもとより、
研究発表会には積極的に参加したり、郡教研の部会活動にも進んで取り組ん
だりした。そんな中、やや難解であった岩波講座『子どもの発達と教育』全
8巻を全員購入して輪読会も行った。
　メンバーは、理科や社会科などを通しての主体性を伸ばす学習のあり方
や、道徳・特活の研究を続け、それぞれ個人的なテーマで教育論文には毎年
応募していた。当時の額田・幡豆郡の教育界では、とりわけ額田郡は、豊富
小など、名古屋大学の重松先生の指導で着実に成果を上げていて、幡豆郡は
だいぶ遅れをとっていた。自分たちも負けずに研究実践を高めていかなけれ
ばと誰もが思っていた。
　昭和51年度には、授業研究をより深化する基盤づくりをするために、「学
級づくり」に視点を求めて、学級づくりをすすめる手段の一つとして全員で
「学級だより」に取り組んだ。学級だよりは、子どもの現実の姿や学校での姿
を親に知らせ、教師の意図するものや教師の教育観を家庭へ浸透し、教師と
父母との意思疎通を図る上での有効な手段であると考えた。
　私は、中学校で週1回発行し、B4　1枚にまとめて土曜日の帰りの短学活に
配布した。毎日生徒が提出する生活ノートに目を通し、朱書きを入れていた
ので、ノートから学級のみんなに紹介するとよいと思われる生活作文、詩、意
見などを掲載したり、私の学級づくりや教育への考えを盛り込んだりした。
とりわけ、学級生活、授業、部活などで目立たない生徒などを学級だよりに
紹介して、彼らの良さを学級のみんなに知らせることによって、生徒同士の
相互理解を深め、互いに助け合い励まし合う人間関係を築き上げていこうと
した。
　土曜日の短学活の最後に、学級だよりを配布すると、一斉に学級だよりに
生徒たちの目が注がれ、シーンとした沈黙の時が生まれた。あの情景は今で
も印象に残っている。おかげで学級の雰囲気が温かいものになり、体育大会
など学校行事への取り組みにもチームワークが発揮されるようになってき
た。
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　その年には、共同執筆で、教育論文「親・子・教師　相互の信頼協力によ
る学級づくり―学級だよりをとおして―」をまとめた。学校の枠を超えた自
主サークルによる教育論文への応募は幡豆郡では初めてであったと思う。
　私は、この1年間で40号まで、出すことができたが、小学校勤務のメンバー
はみな100号以上発行していた。とりわけ、安井さん（筆者）は300号を達成
し、そのエネルギーのすごさに脱帽した。希望とやる気に燃えていたこの時
期に、切磋琢磨する気の置けない仲間に恵まれたことは非常に感謝してい
る。こんな自主サークルの生まれる風土は今の教育現場に存在するであろう
か。
④教育の先達に学ぶ
　自分の研究実践について、ただやったということで終わってよいものであ
ろうか。私は、自分の取り組んだことについて意味づけや価値づけをし、理
論的にまとめる必要があるし、自分が納得する確かな考えや目標をもって実
践しないと不安であったので、教育書をよく読んだ。
　教師をしている以上、誰でもきちんと文章に表せないまでも、優れた実践
家や教育学者の本を読むと、教育の考え方やその人となりが知らず知らずの
うちに少しずつ自分のものになっていき、いつかは一本の筋の通った考え
（授業論、実践論、教育論など）が形成されていくのではないかと考えた。
　私が青年教師の頃読んだ、戦後日本の三大教育実践家と言われた東井義
雄、斎藤喜博、金澤嘉市と学者では、上田薫、高久清吉の本からとても影響
を受けたと思っている。東井先生は、一色中部小学校と幡豆小学校で講演さ
れたが、私は両方とも参加した。先生は「わたくしたちは、藪の外に在って
勝手なことをいっておればいい評論家や批評家ではない。口だけで物を言っ
ておればいい人間ではなく、実践でものを言わねばならぬ人間である。「『授
業研究』のなかで、今日私たちが第一番に追究しなければならないことは、
『授業で、子どもをどう変えていくか』ということではないであろうか。」と
言われた。
　また、斉藤喜博の本からは、「実践するということは、自分の目の前にある
具体的な事実を動かし、問題を解決していくことである」「教師の仕事、教
えるという仕事は、一人一人の子どもの成長を助ける仕事だ」「そういう子
どもの成長を助ける仕事は、教師に力があり、技術がなければできません。」
ということを学んだ。
　金澤嘉市の思い出の著書は、岩波新書の『ある小学校長の回想』で、くし
くもこの本は、私の新卒の昭和42年に発行された。上記の二人とは違って、
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人間教師としての人間性に共感を持った。先生の「感覚も摩耗し、感動もな
くなり、成長も止まった教師は年齢のいかんを問わず教師の仕事は、もはや
不向きとなったと考えなくてはならない。」や先生の至言「人間にくずはな
い」「だれもピカリと光る何かがある」は私の教育信条にもなった。
　上田薫の著書からは、「計画は修正され破られるためにある」、「理解はわか
ることからわかったことへすすむのではない。分からないことからわからな
いことへすすむのである。」といった抽象的なことを学んだが、授業を深めて
いくにつれてその意味が少しずつ分かってきた。
　また、高久清吉の著書からは、「『何か』の問いは理論人の領分であり、『い
かに』の問いは実践人の領分であるように、この二つの問いが切り離される
限り、ほんものの理論も実践も育たない。」という言葉が印象に残っている。
その後の教育の様々な問題に直面した時、「何か」の問いと「いかに」の問い
をまずはっきりさせることから始めようと考えた。とかく生徒指導の問題で
は、「何か」をきちんと正しく把握せずに、「いかに」を先行しがちであるの
で、戒めのことばとした。
　これらの先達から、「教育とは」「教師とは」「授業とは」「実践とは」「教師
の成長とは」を学び、教育の実践家としての心構えを学んだ。そして、改め
てこれらの本に目を通しても、いまだにこれらの先達の言われることが時代
を超えて通用するように思うとともに、先達の偉大さを痛感させられる。
　論文の中で教育の先達についての記述は、J教頭、K校長の2人しかいな
かったのは、意外であった。私たちの時代はまず本から学ぶことが基本で
あった。先輩から、「給料の一割は書籍購入に充てよ。」「最低、岩波新書ぐら
いは目を通しておけ。」と言われた。
　情報化社会の進む現在では本を読むということがあまり重要視されないの
かなと思った。しかし、いつの時代になっても実践と理論は重要で、自分の
実践を吟味し、より向上させ深化させるためにも、書物は不可欠だと考える。
（5） Stage 3　専門家としての自己確立の時代（30歳から40歳くらいの頃）
に自己の教育実践や教育に対する考え方に影響を及ぼしたものや人
①理科指導員に任命されて
　30歳の年に中学校へ転任したが、小学校の授業研究で学んだ姿勢は変わら
ず取り組んだ。
　ただ、研究は主に教科部会単位で行われていたので、仲間内のなれあいに
終わりがちで、前任校のような厳しさはなかった。その年も教育論文に応募
して、研究主題「生徒が法則を発見する理科の授業を目指して」で入賞した。
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今思うと、もっと教科の枠を超えて国語科や社会科の授業を互いに見合うこ
とが必要であったと反省するが、「郷に入っては郷に従え」で、残念ながら教
科の枠を超えることはできなかった。36歳になった年に、幡豆郡の理科指導
員にさせていただいた。それまでは、自分の力量を高めるために自己研修を
積んでおればよかったが、これからは他人に指導できなくてはならない。果
たして自分にその能力や資質はあるのか自信はなかったが、自分自身の力量
をより高めるための機会が与えられたととらえ、今まで以上に自己研修に励
んだ。
　指導員になって教育事務所で行われた初めての二郡の指導員会で額田の教
育をリードして来られた柵木先生は、6名の指導員（理科、音楽、図工）に指
導員としての心構えを話され、その要旨は次のようであった。
・教科指導員の訪問は、教育事務所の指導主事の訪問と同等の公的な訪問に
近いものである。
・指導は「正しいことばで」、「正しい論理で」誰もが自然に「なるほど」と
思うような指導助言をしていただきたい。
・事務協議会の会長さんに代わってやっているのだという自覚を持って、た
とえ役職者や先輩であろうとも言うべきことは遠慮なく言うように。
・授業者の良いところ（みんなが気づかないような点）を必ず見つけて取り
上げてほしい。まずい場合は、ただだめだというのではなく、こうしたら
どうかという代案を示すことが大切である、と言われた。
　うれしかったのは、柵木先生は話の終わりに「学校訪問の実施要項」と「学
校訪問での指導の手引き」を「これは教育事務所の指導主事に配ったもので
すが」と言われ、私たち指導員に渡してくださった。帰り道、図工指導員の
鈴木先生と「こりゃあえらいことになったなあ」と言葉を交わしながら、そ
の責務の重大さを実感するとともに、さらに勉強しなければと心に強く言い
聞かせた。
　この時の柵木先生の「正しいことばで」、「正しい論理で」という言葉は、
折にふれて思い出し、その後、西三河教育事務所時代の学校訪問の指導や県
教育委員会時代に各種大会や指導者研修会での指導講評をする際に自己評価
の観点とした。
　また、指導員自らの力量を向上させるため、重松先生の授業研究の本を輪
読したり、安東小学校や京都教育大学附属小学校などの県外の学校を訪問し
たりした。とりわけ、額田の林先生や岡崎の内田先生の講話は非常にレベル
の高いもので自信を失うほどであった。また郡内の小学校へ指導員訪問に出
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かけたり、研究指定校に訪問したりした。さらに初任研の指導なども任され、
自分の立場は一変した。この頃、大学の川上先生、附属小の伊藤先生そして、
地元の岡田先生とは、よくご一緒し、教えていただくことが多かった。伊藤
先生の「理科の授業で『なぜ』は教師が発したらおしまいだな、子どもが発
しなくては」は今でも思い出す理科授業の名言であると思う。自分の未熟さ
を痛感させられるとともに、自己研修への意欲も一層高まった。
　指導員になった1年目に、愛知県小中学校職員個人研究で郡1位に選ばれ、
「小中学校における電気・磁気教材の実験法に関する研究」に取り組み、自作
実験器具の開発に努めた。研究助成金は物理、化学、生物、地学の実験観察
に関する書籍代にすべて充て、その成果を指導員訪問で紹介したり、西尾幡
豆科学教育研究会の実技講習で発表したりした。
②附属中学校の共同研究者として
　この年から5年間、愛知教育大学附属岡崎中学校の理科部の共同研究者に
推薦され、理科部のとりわけ長谷先生、吉田先生、藤澤先生と同じテーマで
研究実践を続け、昭和56・59年の2度の研究発表会には理科部会で実践報告を
させていただいた。授業研究会には、年に1，2度参加させていただき、附属
の先生方の研究に対する真摯な姿勢や研究内容の深さ、そして生徒の深い探
究心や高い探究能力に大変刺激を受け、田舎の中学校でもできないことはな
い、と発奮して授業研究に打ち込むことができた。
　その他に30代は、教育センターの長期相談研究員、愛知教育文化振興会の
「理科演習」の編集委員、同じく文化振興会の研究助成（3年間）、三教研の教
育工学部員等、研究実践の機会は多かった。
　印象に残っていることは、教育工学部会の授業研究で、渥美の伊良湖岬中
学校まで一日がかりで参加した。その後研究発表会の研究紀要を執筆した
が、発表会前の原稿審議では、朝の10時から夜の10時まで行った。三教研の
手弁当での取り組みの一端を垣間見たようであったが、長時間、附属小の磯
村先生はずっとご一緒して下さり、附属の先生のご苦労を知った。
　教育工学のメンバーは各郡市から選抜された教師で、まさに企業戦士なら
ぬ「教育戦士」であり、時間の過ぎることは一切考えずに取り組んでいた。
研究発表会も一日日程で真剣に行われた。
　40歳の年には、文部省短期海外派遣団の一員に選ばれ、41歳の年には7～8
月にかけて5週間岐阜大学へ通学し、社会教育主事講習を受け、「幡豆町中央
公民館の現況と問題点」について研究した。
　論文 P114の「さらに活動の場が広がり、より広い視野から力量を高めるこ
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とにつながると考える。」とあり、さらに P126の「④学校外の人物」「⑥学校
外での研究活動」をあげている校長が少ない。3人だけである。三河（県下）
各地にはすばらしい実践家も多い。そういう教師に広く学ぶ姿勢がほしい。
三河教育研究会をはじめとするサークル活動こそ、力量形成と大きく関わる
であろう。若い教師たちがそういう活動ができるように諸条件を整備する必
要がある。はまったく同感である。
　私の30代は学校内から郡内、さらに郡外へと研修や活躍の場は広がり、よ
り専門的な力量向上に集中できたと考えられる。
　自分から進んで取り組んだ研究論文や教育センターなどの研究への参加以
上に、指導員や附属中学校の共同研究者など活動の場は、大幅に拡大したが、
今振り返ってみた時、果たしてそれにふさわしい力量をきちんとつけ、それ
ぞれの役割を果たすことができたか正直言って自信はない。ただ夢中で時間
を惜しまず懸命に頑張ったことだけは確かである。言い方を変えれば「やら
ざるをえない状況へ自分を追い込んだ。」という見方もできるかもしれない。
過ぎ去ってみれば、あまり余裕のない研修、実践の30代であったが、何はと
もあれ健康でやり通すことができてよかったと思う。そして改めて、そうい
う新しい舞台に押し上げて下さるとともに、私の可能性を引き出して伸ばし
て下さった多くの方々に心から感謝したい。
（6）おわりに
　私の教職人生の前半部分について、Stage1～Stage3まで書き出してみた。人
より優れた能力を持ち、人間としても優れているとは思えないのに、自分は
ひと、こと、もの、場、チャンス等に恵まれていたと思う。
　教育実習で親身になって指導し援助してくださった今泉・田中両先生や5年
2組の元気な子どもたちは、教職への道を開いてくださった。
　新任校の東幡豆小学校では、優れた指導力や実行力を持っておられた加藤
校長、授業をかって出てやられ、子どもに真に生きる授業を一緒に悩み、取
り組んでくださった永谷・石川両先生方、そして、原田先生はじめ教職員の
皆さんは未熟な自分を育ててくださった。何よりも温かい家族的な空気の中
で教職人生のスタートが切れたことは幸運だった。
　幡豆中学校時代には、教科指導員に推され、活動の場が一段と広がり、研
修・実践の意欲が一段と高まり、専門性をより深めることができた。また、
附属中学校の共同研究者にさせていただいたことは、三河の優れた教師から
刺激を受け、学ぶ機会を与えられ、今まで以上に広く深く研究する必要性を
実感することができた。
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教師のキャリア発達と力量形成に関する研究（その3）■
　自己研修では、先達から学ぶことも私にとっては重要であると本をよく読
んだ。実践と理論は車の両輪である。実践を深めるには深い理論が必要であ
る。そうしないと自己満足のやりっぱなしに終わりがちである。そういう意
味で常に書物を読むことは教職生活を通じて取り組んできた。おかげで様々
な舞台に上げていただき、舞台の上で懸命に演ずることができ、教師として
少しずつ成長できたのではないかと考える。
　私の教職人生の半分は、授業研究等を中心に取り組み、悩み、苦しみ、喜び
を味わうことができた。まさに「つねに研修・研究に励んだ19年間」であっ
たことは幸せであった。
　退職後しばらくして、このように綴ることができたのも貴兄の論文との出
会いがあったからこそで、人一倍前向きで積極的な貴兄によって、現職時代
はもとより、今までに何度もいろいろな機会を与えてくださり、背中を押し
てくださった。おかげでいろいろな面で発奮できた。「優れた友人は生涯の友
である。」改めて深謝しつつペンを置くことにする。
　　※ E校長は3分の1ほど紙面の都合で割愛させていただいた。
　　※ゴシック体の部分は前の論文「その1」「その2」の引用箇所である。
　　※下線はすべて筆者によるものである。
